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　８月度　８月１６日（火）　麻生市民館第１会議室　１３時１５分開会

　９月度　９月０６日（火）　麻生市民館第１会議室　１３時１５分開会

１０月度１０月１８日（火）　多摩市民館第１会議室　１３時１５分開会

１１月度１１月２２日（火）　麻生市民館第３会議室　１３時１５分開会

NO　1

秋バス撮影会概要が山田幹事より、概要と説明がありました。後述

写真展は９月１６日（金）～９月２１日（水）　ただし２０日（火）は休館日

７月の撮影会朝顔市の写真を中心に各自の傑作の披露、説明があり朝顔市だけでも撮り方

ワンポイントレッスン

合評会

今回は最終回「写真の整理」を鑑賞しました。

写真展看板に写真を挿入することが承認されました。

青　空　会　ニュ　ー　ス
　　〔第１８６号〕

第１５回写真展につき下記の事項は厳守してください。

８月例会　出展写真２Ｌ版提出　メディア提出

２０１６年　８月１０日発行

発行担当：伊　藤　武　夫

 中　田　百　穂

８月７日は立秋ですが、暑さはまだまだ続きます、暑さでの撮影を楽しみましょう。

写真展課題「山・川・草・木」はどのように表現されましたでしょうか！楽しみですね。

７月例会に　課題、自由各々出展数、および題名アンケート用紙未提出の方は

８月例会　２０１６年写真展当番日希望アンケート用紙提出

ＮＨＫ番組の趣味Ｄo楽　思い出を残そう達人が教えるデジタルカメラの録画のうち

８月以降の月例会の予定

によりいろいろな表現方法があり参考になりました。

８月例会に必ず提出してください。

（１５日（木）午後１時搬入、２２日（木）午前１０時搬出）

８月の例会において来期の課題を決める事が決定されました。

７月の定例会の報告

して開催され、７月例会次第に基づき進行されました。

　２０１６年７月２６日（火）麻生市民館第一会議室で、会長司会で会員１５名が出席

議題

額縁は課題、自由共すべて四つ切ワイド　写真は課題はＡ3、自由は写真、窓フレーム共

会費前期分を徴収しました。

写真展開催について確認事項があり、一部討議の結果変更されました。

自由、但しマットは黒（HB-10）とする。オープンスペースはすべて自由（額縁なしも可）

写真展当番について、３人態勢にすることが確認されました。

題名他アンケート用紙が提出されました。

第１５回の写真展スケジュールについても確認がありました。
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後期会費の徴収
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今月の写真

写真は、主役の二人と見破られた滝夜叉姫が逃げていく場面です

避けるため、八雲神社にお祀りしました。その祭礼の奉納余興の一つより野外歌舞伎が継承され

なお、山あげ祭は、国の重要無形民族文化財だそうで、地元の保存会の人々（小学生から社会人

まで）により演じられています。毎年７月の「第四週の木金土日」に行われ、そのとき那須烏山

芸題の“将門”　平将門滅亡の後、その娘滝夜叉姫は、ガマの妖術使って再興を図ろうとします。

討伐に来た大宅太郎光圀を色仕掛けで味方に引き入れようとしますが見破られ立回りとなります。

てきています。

はにぎわいます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（島田会員　記）

今月は撮影会がない為、島田会員に山あげ祭の写真をお願いしました。

　　　←↑島田会員の作品

２０１６年７月　那須烏山　山あげ祭

やまあげ祭の由来は、今から４５０年前疫病が大流行し、ときの烏山城主那須資胤がこの災いを

多種多景にわたりの写真、例年

特に課題はないとの事でしたが

と同じく勉強になりました。

　６名で訪問しました。井上会長他会員の方々に説明して

頂きありがとうございました。

８月、９月の撮影会は暑さ、写真展のため中止です。

案内は８月例会で山田幹事より説明があります。

１１月の撮影会は１１月１５日（火）、バスによる日帰り撮影会で「長瀞・御岳渓谷」

　'７月２４日、南足柄市写真協会の第１４回写真展を会員

を予定しています。

撮影会

写真展訪問

１０月の撮影会は１０月中旬「昭和記念公園」のコスモス他の撮影を予定しています。

もモノクロの特徴をストレ－トに表現した写真のようです。以上参考までに

　 第１５回　全日本モノクロ写真展の入選作品が、９月２日から８日まで赤坂の富士

フイルムフォトサロン東京で展示されます。（朝日新聞８月９日夕刊）

最優秀賞の「仲良し」は女性騎手と二匹の競走馬とのスリー・ショットの写真ですが、

なぜ最優秀なのか考えながら鑑賞するのもよいのではないでしょうか。そのほかの作品


